








研究目的 

視覚障害児発生の主な原因の一つである未熟児網膜症の発生状況,特に未熟児保育の進歩

によるⅠ型網膜症の予後の変化やⅡ型,混合型などの重症網膜症の発生頻度の推移を把握

するために,未熟児の受診の多い福岡大学病院(以後福大病院)眼科外来の開設以来の実態

を調査し,福大病院未熟児室における未熟児網膜症の実態と比較した。 


